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会 報 

第11 号 

技
能
講
習
会 

障
子
張
り
講
習
会
（
七
月
九
日 

セ
ン
タ
ー
作
業
所
） 

 

 

会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
雨
や
猛
暑
が
長
く
続
き
、

何
か
と
落
ち
着
か
な
い
天
候
の
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
就
業

い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

時
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と
変
わ
り
、
定
年
制
度
の
延
長
な
ど
に
よ
り
入
会

す
る
年
齢
が
高
く
な
る
な
ど
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境

も
変
わ
り
ま
し
た
。
今
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の

減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

会
員
の
高
齢
化
と
減
少
が
こ
の
ま
ま
進
む
と
、
依
頼
者
へ
の
対
応
が
難
し
く

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
町
の
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者

は
増
え
て
い
ま
す
。 

 

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
は
ま
だ
ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
老
後
は
悠
々
自
適
に
過
ご
す
、
と
い
う
生
き
方
は
今
で
は
少
な
く
な

り
、
働
く
こ
と
が
自
分
の
た
め
で
あ
り
、
地
域
の
た
め
に
も
な
る
、
と
い
う

健
康
的
か
つ
社
会
的
参
加
を
希
望
す
る
高
齢
者
に
声
掛
け
し
、
新
た
な
会
員

の
勧
誘
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

終
わ
り
に
、
本
年
度
の
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
優
秀
賞
は
、
「
安
全
は 

心
の

ゆ
と
り
と 

笑
顔
か
ら
」
で
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
が
、
常
に
心
に
ゆ
と
り

を
持
っ
て
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
安
全
就
業
に
励
む
こ
と
が
、
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
や
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
に
基
づ
い
て
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
更
に
信
頼
さ
れ
る
魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
な
る
よ
う
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

長
谷
川 

健
夫 

理
事
長
あ
い
さ
つ 
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令
和
元
年
度
定
時
総
会
が
、
五
月
二
十
八
日
（
火
）「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
あ
や
め
荘
」

に
お
い
て
、
会
員
百
九
十
八
名
（
委
任
状
提
出
者
を
含
む
）
が
出
席
し
て
盛
会
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

総
会
は
長
谷
川
健
夫
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
役
員
表
彰
、
会
員
表
彰
に
続
い
て
来
賓

の
方
々
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
星 

留
男
氏
（
高
田
地
区
）
を
議
長

と
し
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
新
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
に
は
五
十
嵐
榮
記
氏
が
選
任

決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
案 

第
一
号
議
案
「
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件
」 

第
二
号
議
案
「
平
成
三
十
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
」 

第
三
号
議
案
「
定
款
の
一
部
変
更
の
件
」 

第
四
号
議
案
「
役
員
（
理
事
）
の
補
欠
選
任
の
件
」 

に
つ
き
ま
し
て
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

報
告
事
項 

報
告
第
一
号
「
平
成
三
十
一
年
度
（
令
和
元
年
度
）
事
業
計
画
の
件
」 

報
告
第
二
号
「
平
成
三
十
一
年
度
（
令
和
元
年
度
）
収
支
予
算
の
件
」 

報
告
第
三
号
「
平
成
三
十
一
年
度
（
令
和
元
年
度
）
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込

み
の
件
」
の
報
告
が
さ
れ
、
無
事
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。 

以
下
、
表
彰
者
の
方
々
で
す
。
（
敬
称
略
） 

◆

役

員

表

彰

◆ 

 

五
十
嵐 

徹 
 

遠
藤 

成
一 

◆

会

員

表

彰

◆ 
 

小
野
美
英
子 

 

栗
城 

嘉
和 

 

古
宮 

隆
司 

 

新
屋 

和
子 

 

長
嶺
久
美
子 

 

生
江 

 

智 
 

根
本 

清
子 

 

星 

キ
ヨ
子 

 

星 
 

留
男 

 

松
本 

真
弓 

 

渡
部 

和
子 

      
 

    

◆

令

和

元

年

度

定

時

総

会

開

催

◆ 

役員表彰のようす 

会員表彰のようす 

長谷川理事長より挨拶 
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＊令和元年度（平成 31年度）会費納入がまだお済みでない方は至急納入をお願いいたします。（年額 2,500円） 

新
常
務
理
事
兼
事
務
局
長 

  
就
任
あ
い
さ
つ 

  

五
十
嵐 

榮
記 

  

◆  

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
が
行
わ
れ 

「
安
全
標
語
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た 

◆ 

令
和
元
年
七
月
十
九
日
、
福
島
市
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
福
島
県
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
催
の
「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
」
が
行

わ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
安
全
委
員
長
を
は
じ
め
四
名
が
出
席
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。 


 

安

全

は 

心

の

ゆ

と

り

と 

笑

顔

か

ら 

（

優

秀

賞

） 


 

安

全

は

 

最

優

先

の

 
 

合

言

葉

 
 

（

佳

作

賞

） 


 

安

全

で

 

帰

る

笑

顔

に

 

待

つ

笑

顔

 

（

佳

作

賞

） 


 

も

う

一

度 

現

場

で

確

認 

危

険

箇

所 

（

佳

作

賞

） 

 

“
安
全
は
す
べ
て
に
お
い
て
優
先
し
ま
す 

” 

屋
外
作
業
や
脚
立
を
使
用
し
て
作
業
を
す
る
際
は
、
器
具
類
の
安
全
確
認
と

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
必
ず
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
普
段
か
ら
健
康
診
断
を
受

け
、
少
し
で
も
体
調
の
変
化
を
感
じ
た
と
き
は
無
理
を
せ
ず
、
作
業
中
は
声
掛
け

等
を
行
い
、
事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
の
当
セ
ン
タ
ー
で
は
ハ
チ
刺
さ
れ
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

刺
さ
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
病
院
に
行
き
、
適
切
な
処
置
を
受
け
、
事
務
局
ま
で

ご
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
就
業
場
所
へ
移
動
の
際
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
雨
天
時
等
の
際
は
、

す
べ
り
や
す
い
た
め
十
分
に
注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

就
業
先
に
向
か
う
途
中
や
、
就
業
中
に
起
き
た
事
故
・
ケ
ガ
は
「
シ
ル
バ
ー
保

険
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
事
務
局
へ
報
告
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

 

四
月
一
日
か
ら
事
務
局
次
長
と
し
て
、
ま
た
五
月
二
十

八
日
か
ら
は
、
事
務
局
長
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

着
任
か
ら
五
ヶ
月
が
経
過
し
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
の

就
業
の
実
態
を
知
る
ほ
ど
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
地
域
に
お
け
る
社
会
的
役
割
の
重
要
性
を
改
め
て
実

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

さ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
働
き
方
改
革
や
定
年
後
の
再
雇
用
、
就
業
機
会
の
拡

大
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
当
セ
ン

タ
ー
の
会
員
は
、
現
在
二
百
四
十
一
名
の
方
が
お
ら
れ
ま

す
が
、
新
規
入
会
者
が
以
前
に
比
べ
少
な
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
事
務
局
一
丸
と
な
っ
て
、
シ

ル
バ
ー
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、
就
業
機
会
の
確
保
と
拡

充
に
努
め
、
会
員
の
増
加
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
が
働
く
こ
と
を
通
じ
て
、
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
を
進
め
、
い
つ
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う

な
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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事業所での草刈作業のようす 

猛暑の中の草刈 お疲れ様です 

障子張り講習会でのひとこま 

庭木せん定講習会 

松の手入れ講習会 合同委員会開催 

美里集荷場にて集荷作業のようす 清掃業務のようす 

就業開拓委員によるチラシ配布 
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◆ 令和元年度 事業実績概要 （4月～8月分） ◆ 

 

受注件数内訳 

 

契約金額内訳 

 

件 件 ％

円 円 ％

円 円 ％

円 円 ％
配 分 金 額
（ 派 遣 を 含 む ）

51,648,035 55,259,785 93.5

契 約 金 額 58,901,286 62,576,093 94.1

配 分 金 額 42,967,991 46,326,006 92.8

区 分 令和元年度 平成３０年度 比　　　　率

受 注 件 数 819 779 105.1

件 件 件

件 件 件

派遣 件 派遣 件 派遣 件

件 件 件

件 件 件合 計 819 779 40

11 1

個 人 ・ 家 庭 610 585 25

件　　　数

公 共 98 86 12

企 業
99 97 2

12

　　　　　　年　度

　項　目

令和元年度 平成３０年度 前年度差

件　　　　　数 件　　　　　数

円 円 円

円 円 円

派遣 円 派遣 円 派遣 円

円 円 円

円 円 円合 計 58,901,286 62,576,093 -3,674,807

11,326,667 -231,948

個 人 ・ 家 庭 12,351,352 13,033,555 -682,203

金　　　額

公 共 11,526,819 13,524,921 -1,998,102

企 業
23,928,396 24,690,950 -762,554

11,094,719

　　　　　　年　度

　項　目

令和元年度 平成３０年度 前年度差

金　　　　　額 金　　　　　額

 

就業標準単価の改正について 

消費税率が令和元年10月1日に8％から10％に引き

上げられることから、消費税を適正に転嫁するために、消

費税率引き上げ分の上乗せをした改正を行います。 

基本的な単価は以下のとおりです。 

事務局だより 

 

 

事務局では、入会時にご記入いただいた「入会申込書」の希望職種を基に就業紹介をしております。 

もっと幅を広げて就業してみたい、入会後講習を受けたので免許情報を更新したい方は是非事務 

局までお声掛けください。 

また、8 月より「マッチング支援員」として副理事長の水野健夫さんが事務局に 11 月末日まで

非常勤で出勤しています。就業開拓・新規会員獲得に向け活動中ですので、就業相談も併せてお受けしています。 

シルバー人材センターでは随時会員さんを募集中です！お知り合いの方のご紹介をお願いいたします！ 

職群別事業実績内訳（派遣を除く） 

 

＊就業相談をお受けしています！＊ 

 

作　　　　業 単　位 作　業　単　価
植木・庭木剪定 1時間 1,070円　
果樹剪定 1時間 1,070円　
果樹摘果・摘蕾 1時間 920円　
果樹収穫作業 1時間 920円　
農耕作業 1時間 820円～
田圃作業 1時間 870円～
簡易柿・梅の木伐採作業 1時間 1,530円　
枝あつめ・枝まるき 1時間 870円　
除草（草むしり） 1時間 820円　
除草（草刈機械） 1時間 1,380円　
除草剤散布 1時間 820円
簡易大工・土木補修関連 1時間 1,070円～
土砂上げ 1時間 970円
除雪作業 1時間 1,070円　
雪囲い（庭木・建物） 1時間 1,070円　
雪囲い外し（庭木・建物） 1時間 1,070円　
屋内外清掃 1時間 800円～
墓地清掃（草むしり含） 1時間 920円　
剪定に伴う運搬（運転） 1時間 870円
剪定に伴う運搬（補助） 1時間 800円
軽トラック借上料 1時間 560円　
障子張り作業（普通） 1枚 820円～
障子張り作業（雪見） 1枚 920円～
障子張り作業（幅広） 1枚 970円～
障子張り作業（ガラス入） 1枚 970円～
障子張り作業（窓） 1枚 760円～
障子張り作業（欄間） 1枚 560円～
筆ペン（葉書・封筒） 1枚 46円～51円　
硬筆（葉書・封筒） 1枚 36円～42円　
筆耕（賞状） 1枚 2,550円～

水野健夫さん 

受注件数
（件）

就業延人員
（人員）

契約金額
（円）

受注件数
（件）

就業延人員
（人員）

契約金額
（円）

管理的職業 0 0 0 0 0 0

専門的・技術的職業 0 0 0 1 9 26,400

事務的職業 2 2 18,364 1 3 5,280

販売の職業 0 0 0 0 0 0

サービスの職業 46 1,312 6,202,480 80 1,658 8,000,002

保安の職業 0 0 0 0 0 0

農林漁業の職業 205 1,266 7,785,718 224 1,424 8,654,581

生産工程の職業 7 10 150,425 10 19 157,455

輸送・機械運転の職業 2 336 1,379,317 8 410 1,773,585

建設・採掘の職長 4 6 18,892 0 0 0

運搬・清掃・包装等の職業 541 8,113 32,251,371 705 8,172 32,632,123

合計 807 11,045 47,806,567 1,029 11,695 51,249,426

仕
事
の
分
類
別
実
績

令和元年度（平成31年度） 平成30年度
事項区分
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⚫
 

十
月
十
五
日
（
火
）「
シ
ル
バ
ー
の
日
」 

（
年
に
一
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
啓
発
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。
班
ご
と
に
ゴ
ミ
拾
い
に
ご
参
加

い
た
だ
き
会
員
同
士
の
親
睦
を
図
り
ま
す
。
） 

是
非
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

⚫
 

十
一
月
中
旬 

 

互
助
会
旅
行 

⚫
 

十
一
月
十
五
日 

松
の
雪
吊
り
講
習
会 

⚫
 

十
二
月
十
日 

 

し
め
縄
つ
く
り
講
習
会 

⚫
 

一
月
下
旬 

 
 

互
助
会
新
年
会 

⚫
 

二
月
下
旬 

 
 

果
樹
せ
ん
定
講
習
会 

＊
詳
細
が
決
定
次
第 

文
書
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

 

           

長

嶺

 

秀

子

（

高

田

） 

金

田

 

千

春

（

本

郷

） 

若

林

タ

キ

子

（

高

田

） 

三

星

 
 

悟

（

高

田

） 

古

宮

小

夜

子

（

新

鶴

） 

馬

場

美

智

子

（

高

田

） 

大

竹

と

し

い

（

高

田

） 

本

多

八

重

子

（

本

郷

） 

金

田

 

敏

男

（

高

田

） 

三

星

紀

美

子

（

高

田

） 
鈴

木

 

里

子

（

高

田

） 
東

瀬
 

芳

弘

（

高

田

） 

福

田

 

義

男

（

高

田

） 

星

 
 

 

治

（

高

田

） 

小

林

 

幸

子

（

高

田

） 

星

 
 

房

吉

（

高

田

） 

斎

藤

美

起

夫

（

高

田

） 

久

家

 
 

章

（

高

田

） 

齋

藤

與

四

信

（

新

鶴

） 

谷

澤

 

吉

美

（

高

田

） 

栗

城

 

速

雄

（

高

田

） 

 
 

 

◆  

退 
 

任 
 

役 
 

員 
 

◆ 

 

◆ 

こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
予
定 

◆ 

◆ 

新
入
会
員
紹
介
（
敬
称
略
）
◆ 

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆ 
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九
月
に
入
り
夏
の
猛
暑
も
一
段
落
し

て
、
よ
う
や
く
秋
の
風
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
る
季
節
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

五
月
の
定
時
総
会
に
よ
り
五
十
嵐
事

務
局
長
を
迎
え
新
体
制
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
会
報
の
年
二
回
発
行
も
定
着

し
て
お
り
、
今
回
、
第
十
一
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
会
報
を
目
指

し
て
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。 会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

  

 

普
及
啓
発
委
員
長 

 

上
野 

寅
蔵 

副 

委 

員 

長 
 

馬
場
二
三
子 

委 
 

 
 

 

員 
 

浅
川 

直
宣 

委 
 

 
 

 

員 
 

長
嶺 

正
義 

委 
 

 
 

 

員 
 

大
竹 

千
代 

五
月
の
定
時
総
会
を
も
っ
て
事
務
局
長
を
退
任
、

五
月
末
日
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
の 

運
営
、
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
し
、
御
礼 

と
い
た
し
ま
す
。 

（
平
成
三
十
一
年
四
月
～
令
和
元
年
八
月
） 

齊
藤 

喜
代
治 

氏 
  

 携帯電話のカメラで読み取ると

ホームページを見ることができ

ます。 

前
常
務
理
事
兼
事
務
局
長 

  


